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人口 と面 積( 2 年. 3. 1)
世 帯242, 366
人 囗642, 268 人
男326, 539 人
女315, 729 人

面 積53. 25km2
人口密度12, 061 人/ km2
〈毎月5 日 、15日 、25日 発行〉

リ ハビリや
生 活訓練を充実

東

部
障
害

福

祉総
合

セ

ン
タ

ー

4
月
1
6日
オ
ー
プ
ン

区
で
は
、
心
身
障
害
者
の
通
所
訓
練
の
充
実
と
利
用
定
員
の
増
、
施
般
機
能
の
統
合
・

強
化
を
図
る
た
め
、
区
の
東
西
2
ヵ
所
に
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
神
明
帛
二
丁
目
に
建
設
を
進
め
て
い
た
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
、
4
月
1
6日
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
総
合
訓
練
施

設
と
し
て
、
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す

。
こ
の
施
設
は

、
現
在
の
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
生
活

実
習
所
、
福
祉
作
業
所
を
続
き

し
た
障
害
者
の
た
め
の
総
合
セ

ン
タ
ー
で
す
(
た
だ
し
、
福
祉

作
業
所
は

、
平
成
3
年
度
に
移

転
)
。

4
月
9

・
1
0日
に
移
転
作
業

を
行
う
た
め
、
電
話
相
談
の
受

付
は
4

月
1
2日
(
木
)
か
ら

、
施

設
利
用
や
事
業
実
施
は
4

月
1
6

日
(
月
)
か
ら
開
始
し
ま
す
。

主
な
S
楽

▽
専
門
相
談
…
リ

(
ビ
リ

、
補
装
具
、
失
語
症

な
ど
の
相
談

▽
各
種
講
習
会
・・・
ワ

ー
プ

ロ
、
音
楽
、絵
画

、陶
芸
な
ど

▽
脳
卒
中
の
後
遣
症
な
ど
に

よ
る
中
途
障
害
者
の
機
能
回

復
訓
練
(
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
)

▽
重
度
心
身

障
害
者
の
生

活
、
作
業
訓

練▽
肢
体
不
自

由
者
等
の
自

立
生
活
訓
練

▽
心
身
障
害

者
の
生
活

、

作

業

訓

練

(平
成
3

年

度
か
ら
)
　

こ
の
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
の
開
設

に
伴
い
、
4
月
9
日
付
で
心
身

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
梅

島
生
活
実
習
所
は
廃
止
に
な
り

ま
す
。綾
瀬
福
祉
作
業
所
は
、

名
称
、
場
所
。
事
業
内
容
と
も

来
年
3
月
ま
で
、
従
来
ど
お
り

で
す
。

な
お
、
旧
心
身
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
1
階
部
分
は
「
竹
の

筱
障
害
福
祉
館
」
と
名
称
が
変

わ
り
、
障
害
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
自
主
活
動
の
た
め
の

施
設
の
貸
し
出
し
お
よ
び
幼
児

指
導
訓
練
事
業
(
平
成
2
年
度

の
み
)
な
ど
を
行
い
ま
す
。
旧

梅
島
生
活
実
習
所
は
、
肢
体
不

自
由
者
等
の
日
常
生
活
訓
練
の

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)・

障
害
福
祉
課
(
　
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹
)
、ま
た
は
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
　
5
6
　
8
2
-
5
3
7
0

、4
月
1
2
　

日
か
ら
)

東部障害福祉総合センタ ー
足立区神明兩二丁目6- 18
M82 茘 ‰65( 4

月12日ヵ5) (

交通機関〉
● 地下鉄干代田楾・綾瀬駅からバス
ハ潮車庫行で神明南町‾F車徒歩10 分

● J R・亀有凧北ロガりX ス六ツ木団地行、
八潮車庫行、木曽根行で辰沼団地入口
下車徒歩10 分

-一 一
東 部 障 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー 案 内 図

4 月2 日

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

新
田
高
齢
者
作
業
所
が
開
設

お
と
し
よ
り
の
就
労
の
場
と

し
て
、
高
齢
者
作
業
所
を
新
田

地
区
に
開
設
し
ま
し
た
。
運
営

は
足
立
区
高
齢
者
事
業
団
に
委

託
と
な
り
ま
す
の
で
、
就
労
を

希
望
す
る
方
は
、
高
齢
者
事
業

団
に
お
甲
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
も
あ
わ
せ
て
開
設
。
昭
和
6
2

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
西
綾
瀬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
に
続

く
、
区
内
で
2
ヵ
所
目
の
施
設

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拠
点
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ

い

。

所
在
地

足
立
区
新
田
一
丁
目

1
4
1
1
2
-
1
0
1
(都
庄
新
田
一

丁
目
ア
パ
ー
ト
内
)

交
通
機
関

亀
有
駅
か
ら
バ
ス

(
西
新
井
経
由
)
王
子
駅
行

で
新
田
小
学
校
下
車
、
徒
歩

3
分

問
合
せ
先

▽
新
田
高
齢
者
作

業
所
…
足
立
区
高
齢
者
事
業

団
　
8
5
9
2
5
6
1

▽
新

田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・・・
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

8
8
8
1
5
5
0

「
あ
だ
ち
広
報
」に

再
生
紙
を
使
用

活
字
も
大
き
く
、見
や
す
い
も
の
に

今
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」5

日
・
1
5日
発
行
分
は

、
再

生
紙
を
使
用
し
ま
す
。

区
で
は

、
ゴ
ミ
の
減
量
と

省
資
源
化
を
進
め
る
た
め

、

今
年
1
月
か
ら
庁
内
の
印
刷

物
に
再
生
紙
を
使
つ
て
い
ま

す
が
、
今
回
、
対
外
的
な
印

刷
物
に
も
枠
を
広
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
区

が
発
行
す
る
他
の
印
刷
物
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
活

字
を
大
型
化
、
従
来
の
約
2

割
ア
ッ
プ
の
大
き
さ
に
な
り

ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
と
区
政
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
内
容
の
充
実
を

図
り
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

A
本
庁
舎
・
広
報
課
V

活 力 と ふ れ あ い のあ る
まちづくりを進めます

平成2 年度予算が確定
平
成
2
年
度
当
初
予
算
は
、3

月
に
開
か
れ
た
第
1
回
区
議

会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可

決
、
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、1
千
7
3
4億7

千
2
0
0万円
で
、
総
合
的
な
地
域

福
祉
施
策
の
展
開
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
生
涯
学
習
の
推
進
、
産

業
振
興
、
快
適
な
環
境
づ
く
り

を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
編
成

し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
3
5
2 億

2
千
3
7
8万
8

千
円
、
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
2
4
4億9

千
6
1
3

万
4

千
円
で

、3
会
計
の
合
計

額
は
2

千
3
3
1億9

千
1
9
2万2

千

円
と
な
り
ま
し
た
。

八
本
庁
舎
・
予
算
課
V

特別饗護老人ホーム「(仮) 扇」
完 成予 想 図( 平 成2 年 度 着工)

区
の
組
織
を

改
正
し
ま
し
た

区
で
は
、4
月
に
、
次
の

と
お
り
組
織
・
機
構
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

企
画
部

▽
2
1世
紀
に
対
応

す
る
基
本
構
想
の
策
定
お

よ
び
情
報
政
策
を
担
当
す

る
副
主
幹
を
設
置

▽
C
　
I

推
進
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
に
、C
I
推
進

室
を
設
置

管
財
都

用
地

取
得
部
門
の

充
実
と
公
有

財
産
関
連
事

務
の
一

体
化
を
図
る
た

め

、
管
財
部
を
新
設

地
域
振
興
部

▽
コ
ミ
ュ
ニ

テ

イ
の
推

進
を
図
る
た

め

、
区
民
事
務
所
を
区
民

部
か

ら
移
管

▽
区
民

(
福
祉
)

セ
ン
タ
ー
は
廃

止
。
併
設
の
児
童
館
・
老

人
館
は
引
き
続
き
区
直
営

と
し
、
ホ
ー
ル
等
の
貸
出

施
設
は
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
に
委
託

▽
産
業
情
報

の
収
集
・
提
供
の
拠
点
と

な
る
産
業
情
報
室
を
設
置

(
稼
働
は
7
月
予
定
)

福
祉
部

▽
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
を
控
え
、
総
合
的

な
地
域
福
祉
を
展
開
す
る

た
め
に
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
開
設
準
備
担
当
の

参
事
(
部
長
職
)
を
設
置
　

▽
障
害
福
祉
施
設
の
拡
充

を
図
る
た
め
に
、
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー

、生
活
実
習
所
、

福
祉
作
業
所
を
統
合
(

福

祉
作
業
所
は
平
虞
3

年
度

移
転
)

建
築
部

建
築
課
と
営
繕
第

一
・
二
課
を
統
合
し
て
建

築
部
を
新
設
。
施
設
部
は

廃
止

教
育
委
員
会
・
生
涯
教
育
部

文
化
施
設
建
設
の
推
進
強

化
の
た
め
、
副
主
幹
(
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
計

国
)
を
改
め
、
文
化
施
設

建
設
室
を
設
置

足
立
あ
い
あ
い
公
社
(
福
祉

公
社
)

援
助
協
力
貝
事
業

を
運
営
す
る
足

立
あ
い
あ
い
公

社
を
新
設

財
団
法
人
・
足
立

区
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

足
立
区
勤
労
者
共
済

会
を
公
益
法
人
化
し
、
足

立
区
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
新
設
。
会
員

の
健
康
増
進
・
福
利
厚
生

事
業
の
充
実
を
図
る

▽

内
職
あ
っ
せ
ん
等
の
事
業

を
行
う
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
統
合

A
本
庁
舎
・
企
画
課
V

取扱い窓口・事務室を移転・新設しました
ご用のある方は、嫡所をお確かめのうえ、おいでく ださい。

●このほが、本庁舎内で一部フロアの移動があり まし た。

□ 本紙は再生紙を使用しています
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みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351

く らし の

情 報
本庁

舎 ( 千住)
への

お問い合
わ せは…

882- 1111㈹

み

ど
り

苗
木
の
個
人
・
団
体
配
布

区
で
は

、
個
人
お
よ
び
区
内

各
種
団
体
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

□
個
人
配

布

苗
木
の
種
類

サ
ザ
ン
カ
、
ミ

カ
ン
、
ナ
シ
(

高
さ
弱
慧

配
布
建
本
数
5

千
太
(
予
定
)

配
布
会
場

表
1

の
と
お
り

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

璽
の
樹
種
2
糖
類
(
1

人
2
　

本
ま
で
)
、
配
布
会
場
、「
個

人
苗
木
配
布
希
望
」と
明
配

□
団
体
配
布

苗
木
の
種
類

▽
低
木
(
高
さ

5
0
1
7
0り
T

サ
ツ
キ
、ツ
ツ

シ
(

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
、
グ
ル
メ
、
べ
二

ギ
リ
)
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、
ク

チ
ナ
シ
、
カ
ル
ミ
ア
、
ア
ベ

リ
ア
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
、
コ
デ
マ
リ
、
レ
ン

ギ
ョ
ウ
、ヤ
マ
ブ
キ
、サ
ラ
サ

ド
ウ
ダ
ン
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ▽
中
木
(
1
㍍
～
1
㍍
4
0
ひ

・・・
イ
チ
イ
、
ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ

チ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
イ
ヌ

ツ
ゲ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ン
ゴ

ジ
ュ
、
マ
サ
キ
、
モ
チ

、
ム

ク
ゲ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
梅
、

ア
ン
ズ
、
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
、
(
　

ナ
カ
イ
ド
ウ

▽
高
木
(
幹
回
り
9
-
1
4
t
)
　

・
:マ
テ
バ
シ
イ
、ア
ラ
カ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
、
(
ナ
ミ
ズ
キ
、

ケ
ヤ
キ
、
椶

対
象

区
内
各
種
団
体
(

宗
教

・
政
治
団
体
を
除
く
)

配
布
会
鳩

別
途
通
知
し

ま
す

申
込

力
法
(

ガ

キ
に
団
体

名
、
代
表
者
氏

名
、
住
所
、

電
括
番
号
、
希
望
す
る
樹
種

・
本
数
を
明
記

※
樹
種
・
富
家
は

希
望
に
沿
え

な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
、

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
期
限
4

月
2
7
日
消
印
育

効
申
込

・
問
合
せ

先

京
庁

舎

(
千
住
)
・
緑
化

係

表1　個 人 配 布

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
、
新
築
の
記
念
に

お
子
さ
ん
の
誕
生
、
新
築
の

紀
念
樹
を
育
て
ま
せ
ん
か

。
苗

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
誕

生
記
念
樹

対
象

平
成
2

年
2
月
以
降
に

子

ど
も
か
生
ま

れ
、
引
き
続

き
区
内
に
住
ん
で
い
る
方

苗
木
の
魯
類

紅
梅
、
キ
ン
モ

ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
八
重

桜
、
柿
(
高
さ
9
0瑟

配
布
本
数
1

人
1

冰

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
保
護
者

の
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、

子
ど
も
の
名
前
、生
年
月
日
、

希
望
の
苗
木
、「
誕
生
記

念
爾

希
望
」
と
明
配

□
新
築
記
念
樹

対
象
2

月
以
降
に
劭
平
方
㍍

以
上
の
敷
地
に
、
新
築
ま
た

は
増
改
築
し
た
方

苗
木
の
種
類

イ
ヌ
ツ
ゲ
(

高

さ
3
0巧
)

配
布
本
数
1

人
1

京

申
込
万
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
新
築
鳩

所
・
年
月
日
、「
新
築
記
念
樹

希
里
」
と
明
記

―
―
い
ず
れ
も
―
―

配
布
予
定
6

月
上
旬

配
布
会
鳩

表
2
の
と
お
り

申
込
期
限
4

月
2
7日
消
印
有

効
申
込

・
問
合
せ

先

太

庁
合

(
千
佳
)
・
緑
化

係

表2　 誕生・新築記念樹配布

正

覚
院
(
花
畑
三
丁
目
)
の
高
さ
1
7㍍
の
イ
チ
ョ
ウ

「
緑
の
羽
根
」に

ご

協

力

を

「
緑
の
羽
根
」
募
金
は
、
東

京
に
も
っ
と
緑
を
増
や
す
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
募
金
連
励

を
通
し
て
、
緑
ゆ
た
か
な
東
京

を
作
る
た
め
、
緑
化
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
し
ょ
う
。
な
お

、
募

金
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
男
は

、

佩
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

募
金
期
間
5

月
3
1
日
ま
で

問
合
せ
先

本
斤
舎
(

千
住
)

・
緑
化
係

生
活
環
境

融
資
が
増
え
ま
し
た

公
害
防
止
資
金

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
か
、

公
魯
を
予
防
し
、
快
適
な
住
環

場
を
確
保
で
き
る
よ
う
。
融
資

を
増
設
し
ま
し
た
。

増
般
し
た
融
資
。
般
備
改
善
　

資
金
・
・
・
区
内
に
工
場
ま
た
は
　

作
業
場
が
あ
り
、
公
害
の
発
　

生
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
は
　

現
に
発
生
源
で
あ
る
た
め
、

そ
の
施
殿
を
改
善
す
る
資
金
▽

音
響
機
器
方
ラ
オ
ヶ
一
等
　

防
音
工
事
資
金
・
・
・
区
内
で
都
　

の
公
害
防
止
条
例
上
の
飲
食
　

店
、
喫
茶
店
を
倉
み
、
音
響
　

機
器
等
を
便
用
し
て
い
る
た
　

め
必
嬰
な
防
音
工
事
資
金
▽

ア
ス

ベ
ス
ト
飛
散
防
止
貞

金
・・・
区
内
に
所
有
ま
た
は
便

用
す
る
建
初
等
(
都
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
取
防
止
対
策
指
導
要

綱
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
も
の
)

の
解
体
ま
た
は
改

修
工
事
の
事
前
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
S

賢
金

融
資
対
象
者

住
民
税
、
事
業

税
、
法
人
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

融
資
条
件

▽
利

率
・
=
竿
1
.
5
%
　
(

本
人
負
担
分
)

▽
限
慶
額

・・
i
千
万
円

▽
返
済
期
間

・・・
5
軍
6
ヵ
月
以
内
(

据
置

6
ヵ
月
を
龠
む
、
元
金
均
等

割
賦
返
庚
)

保
証

東
京
信
用
保
証
協
会
の

保

証
(
保
証

料
は

区
が

負

担
)
、
ま
た
は

連
帝
保
証
人

(
法
人
は
代
表
者
を
含
む
2
　

人
)
を
立
て
る
か
、担
保
の
提

供
で
代
え
る
こ
と
か
で
き
る

申
込

・
問

合
せ

先

本

庁
合

(
千
住
)
・
環
境
課

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
庄
ん
で
い
る
方

は
、
3

年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
・
供
用
開
始

年
月
日

表
6

の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
曹
支

所
　

覦
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
賢
の
融

賢
あ

う
せ
ん
制
度
か
あ

り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
呎
係

誣
5
2
0
8

表6

福

祉

ご
利
用
で
す
か
老
人
日
常
生
活
用
具

区
で
は

、
6
5歳
以
上
の
、
ね

た
き
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高

齢
世
帯
の
方
が
、
自
宅
で
日
常

生
活
を
よ
り
麋

」し
や
す
く
す

る
た
め
、
日
常
生
活
用
具
を
支

給
し
て
い
ま
す
。所
得
に
応
じ
、

賢
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

4
月
か
ら
、
痴
呆
(
ち
ほ
う
)

性
老
人
徘
徊
(

は
い
か
い
)

感

如
厩
器
。
ベ
ッ
ド
用
一
ア
ー
プ
ル

を
加
え
ま
し
た
。

品
目

①
特
殊
寝
台

②
m
　

③
夙
池
器

④
マ
ッ
ト
レ
ス

⑤
エ
ア
ー
パ
ッ
ト

⑤
便
座

⑦
特
殊
尿
器

⑧
入
浴
担
喫

⑨
体
位
変
換
器

⑩
痴
呆
性

老
人
徘
徊
感
知
機
器

⑩
穴

災
番
報
器

⑩
自
動
消
火
装

置

⑩
電
磁
調
理
雙

ナ
ペ
ー

ヤ
カ
ン
付
)
@

ガ
ス
安
全

シ
ス
テ
ム

⑩
介
護
用
串
イ

ス

⑩
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア

C
難
燃
性
寝
貝
S

洗
髪
器

S
空
気
濟
浄
器

⑩
ベ
ッ
ド

用
テ
ー
ブ
ル

費
用
負
廻
基
4

芙
3
の
と
お

り
※
ひ
と
り
暮
ら
し

、
高
齢
世
帯

の
方
は

、⑩
～
⑭
の
支
給
の
み

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
亊

務
所
(

衷
4
)

表3　 老人日常生活用具等給付
費用負担基準表

<備考>
1. 「 扶 養親 族 等」 と は、 所 得 税法 に 規定 す る 扶養 親族

お よび 控 除 対象 配 偶 者を いい ま す。
2. 「2 人 世 帯 」と は 、 生計 中 心者 に 扶養 親族 等が1 人
あ る 場合 を いい 、「1 人 世 帯」と は、生 計中 心 者 に 扶

養 観族 等 が ない 場 合 をい い ます 。
3. 1 月 から6 月 までの 間 の 給 付等 に つい て は、 前 々 年
の 所 得を 基 準と し ま す。

4、扶 養 親族 等 が、 所 得 税法 に 規定 す る老 人 扶 養親 族 ま
た は 老人 控 除 対象 配偶 者( 以下 「 老人 扶 養 親族 等 」
と いう) で あ る場 合 は、 所得 基 準 額に 当 該 老人 扶 養

観 族1 人|こつき60, 000 円 を 加 算し ま す。

表4
ひとり親家庭の方へ

国民宿舎が無料
母
子
・
父
子
官

庭
の
方

を
対

象

に
、
ひ
と
り

観
官

底
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
行
っ
て
い
ま

す

。
親
子
そ
ろ
っ

て

、
春
の
旅
行
に

ご
利

用
く

だ
さ

い

。

宿
泊
場
所

熱
厩
、
日
光
、河

口
湖
な
ど
1
0力
所
(

年
度
内

2
泊
ま
で
)

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し

、
入

爾
税
等
は

自
己
負
担
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ

※
ひ
と
り
観
家
庭
の
確
認

が
で

き
る
も
の
(

母
子
年
金

、
児
童

扶
養
手
当
証
書

、
膏
成
手
当
支

払
通
知
一

等
)
を
持
参
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
亊

務
所
(
表
4
)
、
本
庁
舎
(
千

庄
)

・
児
童
助
成
係

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
制
度
の
変
更

区
で
は

、6
5蔵
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し

、
高
齢
夫
婦
等
の
世

帯
で

、
慢
性
的
な
疾
思
(
心
臓

祠

、
高
血
圧
移
)
か
あ
り

、
常

時
注
意
を
要
す
る
方
に

、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い

ま
す

。
こ
の

制
慶
が

、4
月
1

日
か
ら
一
部
変
わ
り

、
生
計
中

心
者
の
所
辱
に
応
じ
て

、
費
用

を
一

部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た

。

負
廻

額

表
5
の
と
お
り

申
込
・
問

合
せ
先

本
庁
舎

(
千
佳
)
・
老
人
福
祉
佩

表5　 緊急通報システム事業費用負担基準
身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

平

虞
2
年
度
の
身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
劵
の
交
付

を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
書
7

下
肢
ま
た
は
体
幹

機
能
啅
魯
の
手
帳
―
級
～
3
　

駁
の
方

▽
俔
覚
ま
た
は
内

部
障
害
の
手
帳
1

扱
の

方

※
た
だ
し
、
自
動
申
燃
料
費
の

助
涙
を
受
け
て
い
る
方
は
タ
ク

シ
ー
券
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
崎
に
必
妥
な
も
の

身
体
皿

害
者
手
帳
、
印
か
ん

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
4
)

、
本
庁
舎
(
千

住
)

・
瞭
害
福
祉
係

生
業
資
金
の

貸
し
付
け

一
般
の
金
殿
機
関
か
ら
殿
資

を
受
け
る
こ
と
が
雌
し
く
。
こ

の
資
金
を
借
り
る
こ
と
で

、
独

立
し
た
生
針
を
営
め
る
よ

う
に

な
る

方
に
、
生
業
資
金
を
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

対
象

▽
区
内
に
1

年
以
上
住

ん
で
い
る

▽
原
則
と
し
て

生
計
を
立
て
る
世
帯
の

住
民

登
録
上
の
せ
帯
主

▽
事
業

を
拡
充
ま
た
は
新
規
に
聞
業

す
る

▽
住
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

▽
確
実
な
連
帯

保
匪
人
を
1
人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
1

世
帯
あ
た
り

Ⅲ
万
円

利
率

年
2
.
8
%

返
済
方
法
5
0

回
元
利
均
等
償

還
(
利
子
6
ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
窿
を
貸
付
係

へ
申
込
期
間
4

月
S
B

～
3
日

申
込
・

問
合
せ
先

太
庁
舎

(
千
住
)
・
貸
付
係

新
生
活
運
動

実
践
地
区
募
集

地
塚
に
住
む
皆
さ
ん
自
ら
の

活
動
で
、
僅
み
よ
い
地
策
づ
く

り
を
す
す
め
る
新
生
活
運
励
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

奥
践
地
区
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

お
お
む
ね
∽

世
帝
以
上

で
、
次
に
該
当
す
る
団
体
　

▽
町
会
、
自
冶
会
。
そ
の
暘

人
部
、
婦
人
会
、
釿
生
活
運

勣

部

▽
2

つ

以
上

の
町

会

、
自
冶

会
、
瞞
入
部
、
婦

人
会
の
遅
台
体

応
募
期
限
4

月
1
3日

応
募
・
問
合
せ
先

釿
生
活
運

勳
推
進
委
員
会
事
務
局
(

中

央
本
町
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
育
成
係
　

貘
5
1
9
　
9
)

飼い犬の登録と

狂犬病予防注射

日
時
・
会
碍

衣
7
の
と
お
り

雨

天

実
施
)

費
用
5

千
1
0
0円
(
つ
り
鋏
の

い
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
防
疫
指
導
係

表7　 飼い犬の登録と予防注射日程表

※ 雨 天 実 施

健

康

麻し ん( は しか) ・

MMR の予防接種
□
麻
し
ん
(
は

し
か
)
の
予

防
接
種

区
で
は

、
―

歳
6
ヵ

月
児
歯

科
検
診
の
と
き

に
、
接
種
票
を

渡

し
て

い

ま

す
。
6

歳
の
挺

生
日
の
前
日
ま

で
接
種
で
き
ま
す
が
、
で

き
る

だ
け
早
く
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

接
種
日
時

医
9
機
関
に
よ

う

て
異
な
り
ま
す
。
確
認
の
う

え

、
受
け
て
く
だ
さ
い

接
種
場
所

「
本
院
は
定
期
予

防
接
種
異
施
医
療

機
腿
で

す
」
の
絛
示
が
あ
る
指
定
医

療
機
関
(

他
区
で
の
接
種
を

希
望
の
方
は
、
そ
の
区
の
指

定
医
S

機
関
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
)

皿
用

無
料
(
指
定
外
の
医
療

機
関
、
規
定
年
齢
外
で

受
け

る
場
合
は
有
科
)

□
M
M
R
(
麻
し
ん
・
お
た
ふ

く
か
せ
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
　

ク
チ
ン
)

M
M
R

は
、
1
回
の
接
種
で

豚
し
ん
、お
た
ふ
く
か
ぜ
、風
し

ん
す
べ
て
に
免
疫
が
寿
ら

れ
る

よ
う
に
作
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で

す
。麻

し
ん
の
予
防
接
種
の
代
わ

り
に
、
M
M
R

種
接
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た

だ
し
、
接
種
後
、
お
た
ふ

く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
で
、

数
千
人
に
I

人
の
割
合
で

、
無

齠
性
鶫
膜
炎
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。希
望
の
刀
は
、医
師

と
十
分
相
談
の
う
え
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

予

防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
の

健
贋
状
顧
の
よ
い
と
き
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。
接
種
前
1

年
以

内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
起
こ
し
た
子
气

ま
た
は
病

気
が
冶
っ
て
1
ヵ
月
未
満
の
子

弉
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

6
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
も

産
意
す
る
必
要
か
あ
り
ま

す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
(

S
4
1
5
1
)

、
千
佳
保
健

所
(
　
S
4
2
7
7
)

ま
で
。

道
路
・
住
ま
い

縦
覧
し
て
い
ま

す

都
市
計
画

都
と
区
で
は
。
次
の
都
市
計

回
の
決
定
お
よ
び
変
更
を
し
ま

し
た
。

①
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化

脾
整
区
域
の

整
備
、
関
発
ま
た

は
保
全
の
方
針
の
変
更
な
ら
び

に
都
市
再
聞
発
方
針
の
変
更

区
域

足
立
区
全
域

售
示
日
3

月
9

日

②
東
京
都
市
肝
画
土
地
区
回
塵

理
事
業
区
岐
(
高
野
地
区
)

の

決
定

区
域

江
北
一
丁
目
お
よ
び
扇

二
丁
目
の

各
一
部

③
東
京
都
市
肝
画
下
水
遭
(
花

畑
花
雨
水
幹
線
、
砂
幹
線
)
の

変
更

区
域

花
畑
7

三
・
四
丁
目
、

千
佳
曙
町
、
千
庄
河
原
町
、

千
僅
桜
木
一
丁
目
、
千
生
関

屋
町
、
千

佳
跪
田
町
、
千
庄

仲
町
、
千

生
柬

】丁
目
、
千

庄
綾
町
二
・
三
丁
目
、
千
住

宮
元
町

④
柬
京
郡
市
計
図
神
明
三
丁
目

地
区
地
区
計
画
の
変
更

⑤
地
X

計
回
の
変
更
に
伴
う
用

途
地
域
・
地
区
の
変
更

区
域

④
⑤
と
も

神
明
三
丁

目
、
六
木
三
丁
目

※
こ
の
区
域
は
、
燧
べ
い

串
圀

气

容
積
率
囘
%
に
変
更

さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
区
計
回

の
た
め
。
建
べ
い
率
は
5
0
%
に

制
限
さ
れ
ま
す
。
建
築
初
等
に

も
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

告
示
日

②
I

⑤
、
3

月
脯
日

縦
覧
鳩
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千
僅
)
・
都
市
計
画
佩

葛
西
用
水
親
水

水
路
の
工
事

葛
西
用
水
観
水
水
路
の

最
終

区
間
、
大
谷
田
五
丁
目
2
1番
か

ら
神
明
三
丁
目
3
1
番
(
延
長
1
.
7

㌔
㍍
)
に
か
け
て
の
工

事
が
、
7

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ

れ
に
伴
い
、
花
畑
川
の
北

側
に
あ
る
ち
び
う
子
お
よ
び
大

人
の
釣
り
場
を
、
工
事
期
間
中

閉
蹟
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
区
間
の

桜
並
木

は
、エ
事
の
支
障
と
な
る
た
め
、
4

月

中
旬
以

降
、保
護
エ

事
(
枝

を
柬
ね
て

葉
張
り
を
小
さ
く
す

る
)
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

東
部
工
事
事
務
所

唹
8
8
3
1

国
民
年
金

前
期
分
の
納
付
書
を
発
送

今
年
慶
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
S
(

前
期
分
4
月
～
9

月
)
を
発
送
し
ま
し
た
。

1
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る

と
、お
辱
な
創
引
前
納
付
S

と
、

月
別
の
納
付
S

か
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
方
法
1

年
分
の
肋
納
。

ま
た
は
毎
月
納
付

納
期
限

▽
1

年
分
の
前
納
・・・

5
月
1
日

▽
毎
月
納
付
・
=

翌
月
末
日

※
口
座
振
鰆
に
す
る
と
、
毎
月

分
を
翌
月
1
5日
に
自
動
的
に
引

き
落
と
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

閥
合
せ
先

中
央
富
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

同
5
1
6
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
5
)

昭
和
2
6年
の
『
オ
ー
ル

ロ

マ
ン
ス
事
件
』
以
降
、
郎
落

聞
放
邇
勳
は
、
生
活
環
既
の

改
善
や
差
別
を
な
く
す
た
め

の
施
策
を
国
や
自
冶
体
に
求

め
て
い

く
運
励
へ
と
重
点
が

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
な
ら
び
に
社

会
較
育
の
両
面
に
お
い
て

、

同
和
軟
膏
運
動
が
全
国
的
に

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
の

中
で
、

昭
和
3
2
年
同
和
問
題
の
解
決

を
図
る
総
合
的
な
対
策
を
立

て
る
よ
う
求
め
た
請
願
か
行

わ
れ
、
国
会
で
課
択
さ
れ
ま

し
た
ど

れ
を
受
け
て
、昭
和
3
5

年
、総
理

府
は
「
同
和
対
策

審
議
会
」
を
設
置
し

、
同
和

問
題
解
決
の
基
本
的
方
策
に

つ
い
て

諮
問
し
た
の
で
す
。

同
審
議
会
は
、
そ
の
唆
、

多
角
的
に
倹
討
し
、
昭
和
4
0

气

政
盻
に
答
申
を
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
「
同
対
審
答

申
」と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
答
申
は
、
同
和
問
題

を
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関

す
る
問
題
で
あ
り
、
憲
法
に

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に

か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
未
解
決
の

ま
ま
及
置
す
る
こ
と
は

許
さ

れ
ず
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ

そ
S
の
麦
務
で
あ
り
、
同
時

に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
(

千
佳
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

区役所への
問 合 せ

本

庁

舎
…
…
…
…
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

(〒
坩
千

住
1
4

扣
)

中
央
本
町
庁
舎
…
左
表
の
各
課
へ
直
接
電
話

し
て
く
だ
さ
い

(
〒
啣
中
央
本
町
1
口
-
1
)

中央 本 町 庁舎 所 属別 電 話 番号 一 覧表( ご用の課へ直接電話してください) 局番はすべて( 880) 局です
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自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7
・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

キ
ャ
ン
プ
、(
イ
キ
ン
グ
、

川
遊
び
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
、

楽
し
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対
鎮

区
内
在
住
・
在
動
の
方

施
設
利
用
・
食
事
料
金

左
表

の
と
お
り

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

、

利
用
宿
泊
施
設
名
、利
用
日

、

団
体
名

、
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
利
用
人

数
(
大
人
・
子
ど
も
・
幼
児
)
を

明
記
(
1
団
体
1
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
4

月
1
7
日
必
著

抽
選

公
開
で
抽
選
を
行
い

、

受
付
順
位
を
決
定
し
ま
す

抽
選
日
時
・
場
所
4

月
1
9日

(
木
)
、
午
前
1
0時

、
本
庁
舎

(千
住
)
6
階
会
議
室

受
付

抽
選
後
、
返
送
(
ガ
キ

で
受
付
日
時
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
(
指
定
日
時
に
来
な
い

方
は
棄
権
と
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
体
育
管
理
係
　

〒
1
2
0千
住
I
-
4
-
1
8
　
　
　
　
　

昔
8
8
2
1
1
1
1㈹

宿 泊 施 設 利 用 料 金
宿泊料金 食事料金

スポーツ施般利用料金および予 約範囲

※ 体育館・多目的グラウンドについては,団体貸出のない場合は個人利用できまt

足 立 区 観 光 協 会 主 催

第34回

足立区民芸能大会
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
6
月
2
日
(
土
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

墸
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

出
場
資
格

▽
観
光
協
会
会
貝

(家
族
)
ま
た
は
区
民

▽
前

回
入
賞
者
を
除
く

募
集
種
目
・
組
数

歌
の
部
、

踊
り
の
部
、各
3
2組
(
抽
選
)

参
加
費
I

人
あ
た
り

▽
会

員
(
家
族
)
刈
円

▽
会
員

以
外
千
円

申
込
方
法

所
定
の
申
込一
に

切
手
6
2円
を
添
え
、
事
務
局

へ
直
接
ま
た
は
郵
送

募
集
期
間
4
月
9
日
～
2
1
日

※
く
わ
し
く
は
。
観
光
協
会
事

務
局
、
各
区
民
事
務
所
に
あ
る

要
綱
、
申
込
s
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

観
光
協
会

事
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎
・

商
工
振
興
課
内
)
〒
墮

中

央
本
町
1
-
1
7
-
―

き
8
8
0
5
1
9
1

情 報 コ ー ナー

区 民 ス ポ ー ツ 教室
日時・場所・種目
右表のとおり

対象 区内在住・
在動の16歳以上
の方( 高校生を
除く)

定員 各会場とも
50人( ノてド ミン
ト ン 会 場 は30　
人)、抽選

費用 無料
申込方法 往復八
ガキに住所 、氏
名、生年月日、電話番号、希望種目
・会場を明記

申込期限4 月21日必着

申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・体
育振興係 〒120 千住1 ―4 ―18　

酋882- 11ue 喝

補助金を交付します

少年スポーツ大会
青少年 の健全育成を目的とし

て、地域の各種団体が行う少年ス

ポーツ大会に費用の一部を補助し
ます。
対象 じ>区内在住・在学の小・中
学生で組歌されている団体の大
会D 大会は、10以上のチーム
(団体) または100人以上の穆加
があるもの[ > 要項・予算等が
明確な大会

※ すでに 補助 を受 けている団体(
地区対策委員会。体育協会、町会
自治会等) が主催する大会は除く。
申 込方法・期限 体育課にある所
定の申請書を、4 月21日までに
提出

申込・問合せ先 本庁舎(千住) ・
体育振興係0882 ―1111㈹

マイクロバスでご案内

グ ル ープ 施 設見 学会

実施月5月～7月( 前期分)
時間午前9時30分～午後4時
見学施般 エル・ソフィア、郷土
博物館、都市農業公園、しょう
ぷ沼公園など区内の施設

※ 見学日・場所・コースなどは、
代表者と打ち合わせて決めます。
対象18 歳以上の健康な区民で構
成する20人以上30人以内のグル
ープ

募集数4 グループ( 抽選)
申込方法 往復ハガキに、クルー
プ名、代表者名、住所、電話番号、
「グループ施設見学会希望」と
明記( 1 グループ1 通に限る)

申込期限4 月13日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎(千住) ・
広聴係 〒120 千住1 ―4 ―18　

0882 ―1111㈹

第43 回 都 民 体 育 大 会

足立区予選会/ 陸上競技
日時5 月6 日( 日) 、午前8 時30分
(予備日5 月13日)

場所 平野運動場
参加資格 区内在住・在動・在学者

参加費 一般70〔〕円、中学400円、リ
レー80〔〕円

申込方法 申込先へ 参加費を持参
申込期限4 月21日
申込・問合せ先 鈴木澄夫( 第十六
中学校内) 千住旭町38―1

き888 ―6436

西新井区民ホールが
「西新井区民ギャラリー」に

4 月1 日から 「足立区西新井区民
ギャラリー」に名称が変わり ました。

利用方法などは、従来と変わりあり
ません。
問合せ先 西新井区民ギ ャラリー

852―3251

区民(福祉)センターの名称と開設時間が変わりました

4月から、左表のとお
り変更になり まし た。
開般時間社会教育　
館、区匣ホール、集会　
室( 中部を除く) ‥ ・午　
前9時～午後9時30分　　
( 中部は午後9時ま　
で) 、年末年始は休館　
冫図書館…午前9時～　
午後8時、毎月末日・　
年末年始は休館E>児　
童館・老人館…午前9　
時～午後5時、月曜日　
・第3 日曙日・祝日・
年末年始は休館
くわしくは、各施設に

お問い合わせください。

青年 セ ンタ ーの 催 し
シ ネ サ ロ ン

「摩天楼はバラ色に」
エリ ート がひし めく巨大企業に、

野心だけは人一倍の若者が入社し、
度胸一発。妙にシビ アにモーレツに。
トップの座をめざします。

日時4 月11日( 水) 、午後7 時
定員80 人( 当日先着順)
費用 無料
柬大好評のシネサロンは、今月から
月2 回の上映になりました。

若いママを応援します
ヤングミセスの子育てサロン

子育てについての講演を聞いたり
相談したり。お互いの悩みを話し合
ったりできる場です。自由に気軽に
ご参加ください。費用は無料です。
日時5月～平成3年3月までの毎　
月( 8月は休み) 第2・第4水矚　
日。午前1( 鈿寺～正午

保育希望者の登録説明会

サロン開設の際に、お子さんの保
育を行います。あらかじめ登録ヵ咄、

要となりますので、希望する方は説
明会においでください。
日時4月18日( 水) 、午前10時～正　
午

ベテランママさん募集

子育てアドバイザー
子 育 て 援 助 者

子育てサロンでは、若いお母さん
にアドバイスをし ていただく「子育
てアド バイザー」と、お母さんの勉
強中にお子さんを見ていただく「子
育て援助者」を募集しています。
日時毎月第2・第4水曜日、午前　
10時～正午

募集人数 各20人( アドバイザーと
援助者を兼ねることも可)

応募期限4 月17日
※ 謝礼などくわし くは、青年センタ
ーにお問い合わせください。

- いずれも一

申込方法 電 話(シネサロンは不要)
場所・申込・問合せ先 青年センター
(大師前駅前) 0890 ―0061


